
+

+

+

+

神戸芸術工科大学

+ +

〒851-21神戸市西区学国西町81-l TEL 078 794-21i2(代 )FAX 078 794-5027

神戸芸術工刊大学一卒瞬
く学部・大学院/選抜集〉

W【EVHEWi Ow Brilliant Career bY the Class of 95ァ
ltobe Design UntwershY

争

+
＼

ｎ
■
■
■
【

⑩

∞攀L

,

,

‰、
‥
‥
Ｂ
■
■
、

◎

0

+



環境デザイン学科

」
ｏ 井

///

i｀
~   i

J

＼ ‐__

＼

・ i=〔■―

【1111学】

1995年 3用3114-5:1但 J

【会場】

神戸芸術工科大学

rt

て

ヽ
、

，
一■
　
ｉ，

一　
↓
一

一
一●

イ
４

一

一一
、　
一
！

一
■
．
・一
，

す
一一■
■
華
・

・

・

「一
・一

一
．
一

一一

一・

一
一
一一

一一．．一一悧

■
燕
～

・
一一一一一一一一一一一一一一一・

・一一一一一一一一一一・
げ』

κOん iOP′ ywι ∂々つ SEl〈′ヽiOTO No汀 庶ο

一
　

　

Ｔ

〉二、十

と
T/(l〈 /1川 ASIV′ [「 r,々 o/y/(v/1SIVrTス Sん ,n,cゎ ,「ο Tス lて/1rAん′/ャ トィ,(イ e々′

DEVELOPING CITY
TANABE 1995

小森 裕

地域の発展が進むに連れ人の生活は

使利になって19く。しかし、生活というのは

人工的、物,ll ll々な物によってのみでなく、

それをとりまく自然環境、11々の人間の

オ古神L界とうまく調和し融合し合ってこそ

成り立つと言える。そこで、近年急速に開

発が進んでいる、1)いはんな学口都市

の北の玄1月 日、
「
!辺‖丁(,i〔都府 )に 多

目的ホールと時物鯨を設置し文化的、

FI然的にもバランスのとオした都市i「 Fl

の礎となり、地域の顔となるよう,「山した。

Shall we dance?
KITANO DANCE FACTORY

【学科賞】開元規予

コウベ・キタノ・キョソュウテ・キョウカイセ

ン・ナンボクジク・トアロード・カッセイ

カ…・ヒトトン・メディア・カンブル・ミセ

ノン・ワタン・カラダ・リズムー・夕
ヾ
ンス?

この敷地は北野界限と|IIル 1留世を繋ぐ

トア・ロードの突き当たり1こ lii置する。この

敷地に3つのコンセプトを持つダンスを

中心とした施設を捉案する。

1.m`市を背景にしたシアター

2.回遊するストワートブリッジ
3.すり鉢状の広場もまた客席になる

布引公園拡大計画

高橋江里子 山下森―朗く共同研究〉

人狂tは、長い1出J自 然と聞い、その結果

白然と調和けるためにさまざまな野外J:

活の技術を身につけ、自然の思忠を受

けながら進化してきた。その欲求を満た

し、忘れ力1)でヽヽた野生生活の技術、そ

して白然の思志を思い出し、次の I世代

へと伝えてとヽく事を考えこの向然公日を

frF呵 した。言rilll内 容は、市が原、貯水

池、北斜面、ハーブ聞をつなぐ自然遊

歩道烹r画と、山のナ也形を4:か したやウ

ンテンアスレチック言r世1の二つである。

MEDIA EDUCATION CENTER
KOBE SANNOMIYA
都市型生涯学習センター

高山秀樹

都 i,に
'D・

1)る′′1_架 ,レ態とオ幾能への提案

は3つのコンセプトによる。機能による物

ユll!的 境界(部屋の概念)の破壊と、流

動的な(あいまいな)境界による1手構成、

すなわち、予)引しなヽ 司青服の交流とコミュ

ニケーションを生み出す。神戸のランド

スヶ―プパターンと文化複合施設の機

能構成パノァ_ンによるファザードのJi

成 その形態はイl`市の記号性を表現す

る。鉄の架構とガラスのカーテンウォー

ノン1二よる構架は、判
`市

の透過性を表す。
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淡路島土なじみの里構想

長濱知晴

「土なじみの里構想」とは、自然の中で
｀
土
〃
をテーマとして施設をつくり、新た

な地域交流を産み出そうとしラ構想です。

淡路島は昔から農業が盛んな地で、ま

た土を使った産業としては瓦が全国的

にも有名で、陶芸 (民平焼)も島内で盛

んとこ4予われています。そこで土を産業振

興と地域交流に活用するための場として

この施設を提案しました。この施設では

主に高齢者を対象とし、土になじみ、自然

の中での生活、労働の場を提供する。

きむpititi・ いるpititi
(肝 (心)は一つ、気持ちは一つ、一致団結)

那根律子

時が19っくりと流れ、木が風 1こなびき、島

の人の笑い声と牛の鳴き声、自然の青

がする静かな島。それがプシマの島であ

る。この卒業設計では、豊年公の行わ

れる宮里海岸でプジマツ(遠見台)も合

めて敷地とし、プシマの資料館と公国の

設言卜を試みた。島の人も外から米た人

も、静かでゆっくりとW手が流れるプシマや、

歌と踊りでにぎやかなプシマと、きむpititi・

いるpiitiとなれるような場所、肌でプシマ

を感じられる。

KOBE MINATOGAWA STATION
KOBE CULTURAL BURST POINT

西山達也

湊川という街は4中戸文化軸に近く、又大

衆文化の街という失われつつある地域

性からもでも文化的に重要なポイントで

あるのだが、都市機能、文化機能とも1こ

衰退の一途にあるのは事実である。この

プロジェクトは湊川の中心的な都市機

能を駅に置き換えて再構成していき、そ

の中に種々の大衆文化施設を組みこ

んでいく事1こよって湊川駅に佃性を持た

すと同時に、湊川の街にも都市機能と文

化機能を再生させるというものである。

Homo Dolphinus Proiect
Commun cadon Between Man&Doiphine

藤原正樹

本施設はイノレカと、コンピュータを媒介と

した音声コミュニケーションを行うための

研究施設であり、それと平行して、視党

または身体の接触によるコミユニケーシヨ

ンの研究計画も進めていくためのもので

ある。今まで人類が歩んできた種の孤

立という状態から抜け出し、自己中心的

な思考に終止符を打つための可能性と

影響力が秘められて,DⅢり、将来人間が

現在の限界を超えて進化する可能性

が切り開かれるのではないだろうか。

河,II公園

松藤高繁

この地は河川によって周辺に点在する

住宅地を分断され、さらにコンクソートの

壁等で自然からも丁lr、立してしまっている。

しかしこの河川を公園として利用し、分

断された住宅地の隙間を緑でつなぎ、

「日常の中で自然を感じられる生活」と

いう本来住民が求めていたものを整備

すれば、豊かな生活を生みだすきっ力1)

になるだろうと考え、計画した。

現代芸術センター

山下滋雄

現在のメディア社会において、建築は視

覚芸術としてプログラムされるようになり、

立体性やモノとしての強さが失われつ

つある。建築空間のもつ魅力は、その立

体性と奥行きにあり、光と影といった現象

で表現されるものである。この設言「では、

現在の建築で失われつつある建築空

間の魅力に中心を,D'いている。

a hot Passenger
｀
歩く
″
生活空間と装置の提案

老田智美

快適な生活環境を保つために、都市は

用途別に構成されている。静かな生活

環境で暮らせるのもそのためと言えるだろ

う。だ力゙ションピングや文Tし ,舌動といった

家庭外での生活に対しては、時として不

便さを感じる。一番いいのは便利な所に

家があること。そしてそこに住む人々とコミュ

ニケーションがとれ、快適な生活が送れ

ることである。本制作は、そんな生活を送

るための提案である。

うなぎの寝床再生計画

【学科賞】佐 木々―文

私はこの計画のフィーノレドとなるIL石町

の隣、豊岡市の出身で、訪れることがた

びたびあった。その中で、但馬地域にお'

1)る出石町の色は、ある程度把握してい

た。「うなぎの寝床Jと呼ばれる問口狭奥

行き長の敷地に、商業施設兼多世代

住宅を計画するという規模的tヨまやや小

さなもので1まあるが、槻光地とヽう背景を

基に、観光客の為の出石町と、住人の

為の出石‖Jのバランス性を表現するこ

とを課題として、計画を行った。
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【吉武賞】
東大寺二 ,こ生修二会におけるその所作から見た建築計画と、領域性 (論文 )

北岡慎也

本論文では、′
'ぇ
架物と接するI:で私辻

の机党山守かつ感党山々な生 |‖」Jじ llこ

`が

、

実際の行動や、その様式化された空 1出〕

にどの様に影響しているかを、姓築ir画

とその発Ji方法を通じて論をするもので

ある。

束大寺二月壁修二会とlよ俗に言う,DⅢ水

〕はりと呼ばれた奈良の本迎えのイ′、教行

1手として一般に広く知ら1しているが、二月

上内では実に興味深い仏教法会が

展開されているのである。本論文は様々

なメディアが交針する伝統的空1出Jの中

から、姓架言r画の発展を考察すべく、特

殊な別的興奮を党える時間に凝縮され

た人間の行動を、仏教的な解釈と空F4

的な読解との再構成により法会として完

成させてきた1歩二会から考察したもので

ある。そこでまず、調FiのナJ象と方法から

述べてみたい。

まず、行法の発Ji状況を、′′rlr架的な発

展の時期や規模に合わせた空「1の秋

序化に焦点を当て、平成六年度二月

上修二会に参加し仮説を挙げることか

ら始まった。参考文献と合わせて、論考

のプロトタイプを示す前に、芸能史の問

連について、民俗学的な祝点を持つこと

に加え、41会 ntなコミユニティーとしての

芸能娃架空 1出Jを、発生と法の共時性に

二月生修二会の生‖〕構成

松]!⇔ 水

関して定義すべく、祭り又は行lfを行う

集落刑と織にまで拡大して考察する必要
′凹:があった。このために、近江寺修正会、

長日1神社うと難式、等を調査し、又その

他の同様な発生状況を持つ長谷寺、

清水寺、等も文化庁重要文化財図面、

兄学を通じて考察した。これらから考察

方法を次のように定義した。

1、二月生修二会の空 1出〕言詩子:を、聴衆

者、演者としての練行衆 (14)を生 1出〕設

計者として捉えたもの、和卜と俗という要索

に於 tヽで分類する。2、 去能史の兄地か

ら、新能、等の去能のルーツとなった神

事、法会に11:日 し、こ1■ら1こユD・ける呪山「と

修二会呪側∫作法を比較し、成1生 |‖構

成要素の共通性を考察する。lllじく民

T企学的に節分、追難式、とこ1周する鬼の

定義を、ダッタン及び、後戸に1対して凱

師同様に考察する。3、 修二会の例;教

的山来から、空問形成における意図nt

な文節と、■問とあわせて発展した両義

的意味を持つ空l出〕領城に分類する。4、

行法中最も象徴的な要素である人と水

に関して、前記の空間形成要区Iの文

節的関係の中にどう反映しているかを階

用化された環境配置の空間まで範囲

を拡大して考察する。範囲は光背の図

像力】ら、F持楼1こ象徴さオ■るllJ‖経配世まで

階層化された祝線の三角形

垂直性

・ ジ

↓

昔

見える

↓
光

もの

水

客

見えないもの、イ

神 _____僧

音  光

楽屋的

を lヒ与していく。5、 つと状の尺体系と礎石

の状態から、中問領域的な礼上が行

法の変換期に「祈りの空1円」から「舛台

的」に姓架市r画としてどう変化したかを

松証する。これらから,1解できることlよ、空

1出」を捉える要索の、松り]やロウツクの光、

音楽的な声 Iり ]、歩懸、五体投地や鈴、

錘が発する音に加え、そ1■らを射‖下させ

る懸造の下都空‖1は、異空問をイメー

ブさせる生 |‖〕把llit記号となっている可fに

気が付く。廻る練行衆の動きと小観青

の1期係。二月上自体と登楼、松りJの外

台である斜面。厳格に分飾された内阿こ

と橋懸かり空 1用として階婿化した兄える

側の礼生及びジクと、見えないイメージ

の空間である|ア Jヽ巨Fの |‖〕の戸帳とヽうス

クリーン。等 2々1Ыの異相関係が出会

って初めて1佃をなす「陰と陽Jも しくは、

階層化された劇空間にお1)る「楽屋と舞

台」、「逆中云する析りと神の見えなヽ 意ヽ Fl覧

が出会う両義的空‖Vが存在する‖:界 J

とtヽえる。そして対のセ問とその問に存在

する中rJ領城性、そして生 1円記号として

のメディアが「工直性」あるいは「スピー

ド感」、「スケーブレアウトJといった言語を

打Jいて観衆や演者令ての人々の脳の

中に疎U的空 I門を再構築することが明ら

力1こなったのである。

また、元米 f前庭にて行われた行法が H

木h守スケーノンにて再構成され生内にて

執り行われ始めた領城
′日:の変化を生

1出Jttll iの 中で仏教n守に再解釈すべく、

厳格なる1特層化の生問言計を用いて

再 lΥl架したと考えら1■るこの二月上姓

架は、礎石の状況や文前えからす1佐測した

二月上礼生時代の規模を工問一面と

して、ネし上が
'lК

りf、「く‖キ代よりさらに変化

した結共、中 |■仏上の中でもその発展

過科!をパフォーマンスとしての
''F作

様式

における歴史性を示I唆する事の出来る、

モデノ
'′

タイプとならずにいた劇的魁架空

|‖としてi思識さ1■ることがいえる。

これら力ち花迪や、吹抜屋台画法、等

の日本的空問構成や劇場的セ問感

党の基本に、デザインに,9Ⅲ l)る和Fしいキ

ーワードが見付かる可能′H:が大いにあ

るだろう。プライベート空Flを見えない牛

問に世き換えてイメージ化さ1■たコミュニ

ティーの相関性を考えるlfや、異なった

メディアの共生に空‖1把握の府を兄出

すことも可能である。ただ、これらの三元

的なイメーブのやり]l又りを祝党的な価布ri

本4上をよ子って1・ rl14二 を再干るだけではな

い時代や社会が来ているのではないだ

ろうか。本論文の結論ともいえる、「′い利
`的認角IJや「否定Jされた生 1出」が、通常

日木に於いて中1側領城性と呼tFl■る緩

!味′瞥やつなぎといったもののみでは無く、

何もない「問」白身の両義性の中に存

在した空間I巴握であることに姓集空rl

の可能性を再発見することが出来た。

多分野に渡る現代の中問領域性が姓

集の範囲を越えた存在になっていること

にも気力FT、「力ヽさ1■る。tヽま設計θ)立場に

向かう者においてl特層Tヒされたメディア

の中1出〕領域をどうデザインする力1こ姓架

の可能性があるとするならば、この二月

生娃架の発展過程とその領城性に大

モヽlこ学ボところがあるであろう。

人りするユυ‐客さんのこと、仕Ⅲl年のやり方な

ど様々な机点から調査・分析し、屋台の

,舌い力とそ,■に影響をlプ‐える多くの1手れT、

そしてそ1■ら‖I互の関係などを|り」らかに

することをH的として論文をギ干いた。司∬

査の近め方として、まず屋台を訪ねて脇

力をヨD^l」r丁tい し、本諾がイ|卜られれば llF

η

"・

刑Iみ立ての段階から営業中の数

時1出JもしQま終了・

'キ

付けの段階までの

I出J繊祭させてもらい、与其やスケッチ・メ

モで記録して、それを整J世しながら分JF

するとヽう方法をとった。

'可

査の夕↓F必、itョよ、それぞ1■異なる14:質を

持つ■つの屋台を選んだ。まず、最も移

動′H:の高い①のものは人がりIいて歩く

もので、客席は無く、lll文売のみ行っている。

必要最低限の物だt)が整然と4文まる、き

っちりとした装,上であることが特徴である。

①は、
'Fで
出店場所まで移動するもの

で、共世に屋恨・|せは無く、必要に応じ

て隣Iァ入する
「
喫茶炉f ntの l=子 根`の下に移

動するなど、街の機能をうまくT叫
'Hし

てい

るとヽ うヽ特徴を持つ。①は、出店場所付

近に装世白体はたたんで,1いてあり、

店主がイチロ通って米る。屋恨、テーブ

ノレなどは木 14ヽ lこちょうつがとヽでliめてあり、

羽恨を広げるような感じで府lみ立ててll,

く。一人で簡単に組[み立て、片

`∫

けら1■

るように施されたI人がこの屋台の大き

な特徴となっている。①は、鉄通の高架

黙台に含ま営■る詔事柄の関係表 図2

仮設性
i多動性

道

店

所場

街の

構成要素

形成要素

制約

麒
艦
客

営業時間

休美日 こまめな対処
身の手による

街の機能
の利用

装置 1こ施

I夫 基本

キツト

の存在

買
~ギ
J′ 限`のもの

を効率良く

使う工夫 個性

の下に出)諄 |しているもので、ばらばら1こな

っている柱や梁を利Iんでいき、Jiからビ

ニールシートで覆って店を作るので、少

し手‖〕と時I出すがかかる。店の11がゆった

りしておうり、illttntに も九il心ナ也が良いの

で長居する客が多い。①は、壁以外の

要素が企て捉えたまま1こなっており、準備

する‖キは物を広げて壁を取り付けるだけ

でよい。内部は店とヽうよりも家庭の台
')Fのような西こi■になって,υうり、客もほとんどが

彦tなじみとtヽうイヽ|やかな,諄 fである。

(図 1)

llぇ設性や移動性というのは、屋台の大

きな特徴であるが、一方でこオ■ら1まスペ

―ス白守なもの、物(水■ι安ヽなど)

の調達の胚1難さ、天候の影響を

もろに受1するなど、様々な制約を生

む。それらを克川定するために戸fJ:

遣がそ,■ぞれに考え、rl分 白身

の手で工大を凝らす。例えば、

街路樹伝いに午t線を通してtt

気をりlいたり、露を客の liに落と

さないように天リトをふくらませたり、

流しの蛇 lI力ち水が出るようにし

たり、また街にあるものや人のもの

を少し大胆上な方法で利用したり

といったもので、中tヨよあまり介法

市,でないも0)もあるが、こ,■らがま

た

'F常

に
'9う

もしろく、屋台らしさや

佃′Hiにつながっていて、l千

`台

の

魅力の一恭の根源となっていると

言える。そして、多少のIヌ |々しさや

あらゆることに自分で対処する姿勢は、

片ヽ台が感じさせるパワーやたくましさの

ひとつの所以であると思う。また、‖キ1出」ゃ

休渠 Hが定まっていないことや、兄た日

が多少川[粧なこと、人のものを利用する

とヽうやり方をとる場合があることなどから、

ルーズであるとか、いい加寸戒であるととヽう

■研究の日的と位i世づけ

本論文は、悧
`|「

力洲手|‖Jと共に形成され

ていく辿程で見ら,■る様々な現象を大き

く2つの立場に分け、1つ を「ir画 的寸f

象J、 1つを「白然禿Ji的現象Jとし、私

たちが干段何気なく生,舌し体験している

空 1出、すなη)ち実作生問におtヽてそη■ら

カゼのように況じり合い関係し合っている

のかを見定め、その構造を解読しようと

するものである。

又、「frlllll的 寸f象」とは袖
`市
の中に計

世1的に現れる可f象のことであり、様 な々

スケーノンが考えられるが少なくとも判
`市

を

鳥 llドて図的にとらえる立場であり、「白然

禿Ji的砂こ象」とは非ir画 的で11々の

白lIIな甘みの結果として1二ま4■た現象

であり、少なくとも判
`市

オ |‖Jの 中に実1妹

に身を世き、袖
`市

を透机図的、1ドに接的

にとらえる立J′′ノ′であると左義する。

日研究の方法と進め方

1)研究対イ必ととする地域とlf例の選出

州1」件.,l(i朽 7噺常卜を llイド|よ城とし、その中

から1lヶ F'Fの・li例を選出した。

2)研究の進め方

各々の芋例の分,¬よド|アIの手順で近

めら1■る。

■まとめ結論

白∫象をしヽえがちであるが、これはtU約 を

克服するための臨機応変な手段がもた

らす誤解であって、必要に応じてきちんと

本 llを得て使用条件を守り、llli日 に迷

惑をカミナずにうまくやって19けるよう思った

以上に配慮されており、実際はPi索で

枠えHなi舌動態度であった。(図 2)

5000分 の1、 10000分 の1といったスケー

ノンの観察で、判党的に白然禿 4二 的な

現象は、市街地化が進も1こつれて計ドi

的な14格をもつ可f象に文配されていくlf

が分かった。しかし1分の1のスケール、

すなわち実際の生問にHを向けると、もっ

と小さなレベル(鉢植えや1先 ,P物など)

で「!然発生的な現象は、逆1こその領域

を広げてさえいる|↓ fが分かる。そオ■は,ir

ドi的な領域にまで及んでおり、そこには

Ⅳj者の市:接的なl周わりが兄られる。又、

言r画さ1■た1幾冷ヒを失ってしまった可iによ

り当初とは全く異なった意味をもって存れ:

しつづけているモル ール。この計Wlの

副作
'Hと

もいえる,こ Fぢtも にI然発生したも

のである。そして、まさにそのような現象た

ちが都市をH々変化させ、卍、たちがギ子

段 1対わる実際の哄境を4かにしている

のである。

さらにもう1つ 言える事は、ある特定の場

所や可f物について考える時、そのスケー

ノレや認知する手段の進いによってm`市

はうくなった)とえ方をするとい)l千である。

現 rliモル ールが撤去されようとしている

事実は、それが既に当初目的としていた

機冷とを冴こたしていないというⅢ世lIIによるも

のであり、そオllよ 2次元の地図
′七十‖〕にお

①地図:全体の中の事例の位置関

係を示す。

②航空写真:時間に伴う変化を示売

③現地写真!現在の空間の状況を

示す。

最後に|つの場所における各々の情

報を比較・考察し、1つの事例でのま

とめとする。

都市形成における計画的事象と自然発生的現
イ狭の関係に関する考察 (論文 )

――姫路駅南西部の調査・分析―― 須賀敬子

飲食屋台における装置。空間及びその活動全般に関する研究(論文)

【学科賞】井堂涼子

||・ ―――― ― | ―― |   |   !

|:5000--2-        ―→|

47   64   
′
70   .80   90   94

屋台tヨよ、一般の店のような1先練された

美しさはないが、れ丁か人を魅きつけるもの

力
'あ
る。それはどういったところから米るの

か、またlモ :台から感じら1■るたくましさや

バイタリティーのようなものはどこから来る

のか、そしてその実際の活動の様子や

共置はわなっているのかとヽうことに興 lガ、

を持ち、装置のつくりや刊Hかなし力1)、 出
|,.:1
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ける理解によるものである。しかしモノレー

ルのりL道はその場所の風景に強烈な

佃性を与える要素であり、都市の歴史

に関する記憶を保持する要素としてその

場所性を強めるのに重要な役制を果た

している。2次元の地図空間での機能

はなくなったが実存空 1円では意味をもち

つづけているのである。

以上、計画的事象と自然発生的現イオ、

の関係について調査。考察してきた。計

画的事象は大きなスケー″レの2次元空

Fl、 自然発生的現象は1分の1の実存

空「1から生まれる。アプローチの連い、

秩序と無秩序。全く異なる立場から発生

使い勝手を通して見る学校建築計画 (論文 )

する両者が実存空1門でボつかるところに

都市空rlの面白さがある。しかしこ1■ら

1よもっと近づけるのではないだろう力ち討
‐

画はあくまで計画であり、非計画な自然

発生的現象とlよ果なる。しかし
'DⅢ

互いが

対立する関係である必要はないのであ

る。計画の立場に立つ時、計画が計画

で終わるので1まなく自然発生の存在と

立場を認め、それを見越した計画もでき

るのではないか。長いスパンで計画・廃

止を繰り返すだけでなく、日々 変化して

サヽる計画。そうするヨ載こよって和
`市

空間

はさらに世かになっていくと思うのである。

き出し、改善してヽヽる。

学習小学校は樫野台小学校同様、行

政主導型であるが、改築ということもあっ

て学習小学校の教職員の意見を聞き

入れ、設計者もオープンスクールについ

てよく研究してお'り成功したものと思われ

る。竣工から8年 目を迎え、学習形態や

使い勝手に問題が指摘されれば、改

善の方向へと変わり、さらに様々な工夫

を試み未来を見つめている。

本町小学校は設計者もオープンスクー

ノンについて理解をしているが、それ以上

に教職員が こ`ういった学校にしたいん

だ
″
とヽうスタイアンをもって意見を設計

者にぶつけたことから、自分たちの理想と

する学校ができたようだ。竣工から10年

経った現在でも学習形態や使い勝手

に変化力Wまとんど見られず、新しく配属さ

れた先生1_lよ講習のようなものを開き、

本町小学校の「́うかいかれ を指導する

ことで現在に至っている。,D°そらく今後も現

在の学習形態と使い勝手を未未につな

げるであろう。

[結論]

学校では使う側が代わる以上、使い勝

手は変化して当然だと考えるべきであり、

建築計画としては使い勝手が変わるとき、

そ1■がさら1こ よヽ 方ヽ向へと変わるようとこ

導く何らかの仕様‖)が必要である。実際

の工ろ、それをどのように導くかが重要か

つ難問であり、そこで使い勝手の変化を

考慮に入れた学校を計画する際、設計

側がすべきことは以下のように考える。

①計画者からの提案を合んだir画と

する。

②変化に対応できるように白由度の高

い空間il・画とする。

③生徒が「学習する」ことを誘発する仕

‖H)を計画する。

※具体例

CR CR CR

カ ダク

"判
Иじ庖―ス

オープンスペース

[目 漁,コ

学校に|。うヽ てヽ1よ今回的に一斉授美形

式と画一的であったため、それに応じた

学校建築も画―であり、その風潮は明

マ台からほとんど変わることなく統ヽヽてきた。し

かしこの20年で教育方針が見直され、

「教えるJンステムから「学ぶ」システムヘと

変わり、従ってハードである学校′′ズ中築も

転換期を迎えた。

日本において学校建築は急激に変化

した。画一化から多様化へ教育施設・

環境が移り4子く中で、その急激さゆえに

ソフトとハードの食い違いが示唆されるよ

うになってきた。建築言r画は素H青らしい力ゞ

教職員が有効に使いこなしていない。逆

に教職員が望む教育形態に応じること

が困難な建築計画、などの問題が表面

化してきた。

学校建築に留まらず建築全般的に、設

計者とその建築を使う側が話し合いを

十分にしてヽヽなかった場合、または使う

側が代,,ってしまった場合、同時に使い

勝手までもが変わってしまい力ちである。

学校に至っては使う1期 (教師・生徒)が

1年単位で徐々に代わり、そうした意 ll木

からも使い勝手の変化を考慮した計画

が重要となってくる。よって多種多様の空

間や性質をもち、設計者や使う側の性

格が反映されやすいオープンスクータツ

西川正博

を対象とし、使い勝手の変化を通して

学校建築計lttlが今後どのよう1こ対処す

べきかを探る、とヽうのが研究の目的で

ある。

事例の選出に至って1よ、あらゆる角度か

ら検証し、そ1■ぞれ異なる4校を選んだ。

[考察]

都道府県・地方によって多少異なるとは

思われるが、一般的に公立小学校の

教職員は3年で転任を迎える。生徒も1

年毎にその6分の1が代わり、そうした中

で学習形態や使い勝手が変わってとヽく

のは無理のないことだ。

弘道小学校。学習小学校。本町小学

校は、設計者と使う1期が積極的に話し

合いを試み、使う側からの意見を設訓1こ

反映させていた。樫野台小学校は行政

主導型であり、新設校ということもあって、

その学校関係者の意見は入っていない。

弘道小学校は竣工時tヨよ、既にその大

半の教職員が転任してお
‐り、竣工後新

しくやって来た先生方は、校合内に設け

られた様々な幸習に対応できるスペース

や仕推‖力こ戸惑い、学習に利用せず校

合本来の魅力を引き出せずに現在に

至っている。

樫野台小学校は多々の問題を抱えて

いるが、熟′いな教職員が使いやすくしよ

うと努力し、校合の魅力以上のものを引

多目的

ホーノレ

オープンスペースtヨよ家具やパソコン・

図書などを分散配置し、気軽1こ利用で

きるようにしておく。多目的ホーノンはオー

プンスペースとlよレベノンを変えたり、仕上

げを変えるなどしでU二格や雰囲気を異な

るものとする。(特 tヨま何も置かない方がよ

い)異なる2つの開かれた空間をもつこと

で教師の発想を広げ、学校の教育計

画の幅を広げる助 1)1こなる。教闘
'の
意

欲を号|き lilすことをこよって、
｀
さらなるよい

学校づくり
″
を促す。

工業デザイン学科
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【吉武賞】
壁からの解放
オープンスペースのコアとなる収納家具を考える。

杢保順也

近年、輸入住宅の多くは広々とした生

1円を優先させ、そのプランエングが注目

されている。このような広い空間に
'Dう

いて

は、ソファーや椅子、テーブノンなどは部

屋の中ほどとこ配置することで、アクセントと

して,賞出する機会も多いと思うが、収納

を目的とするラックやチェストなどは壁付

を前捉としてデザインされている。これら

の家呉を壁力】ら解放させること1こよって空

間のアクセントとこもなりうる自由な発想の

収納家具、ラックと飾り棚 1こI陳り組んだ。

組み合わせの自由
カトラリー

大黒屋亜希子

「食事を楽しむ」ということを考えると、兄た

目や、食べるための道具とtヽったものが

大きな影響を与えていると言える。既存の

カトラリーを見ると、形を変化させたものは

多いが、手FJ(りが良く面白味のあるもの

があまりに少ないと感じた。そこで、1動き
がある。2手触りがよい。3最近の日本

の食卓に合う、といった事をテーマに普

段は何気なく使っているモノにも、少し工

夫さえすればこんなに面亡Iく、楽しいもの

になるという提案をした。
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接続・配線のあり方
見えない場における触感デザインの優先

【学科貰】岡田経夫

色々な機器やメディア機能を共有する

ため、わか頻こくく、複雑化してきたものに、

機器の裏側の「接続・配線Jがあげら

れる。その原因は、見にくい場所にあるに

もかかわらず、色や用話に頼った識別手

段しかないことが考えら1■る。そこで、視党

的で1まなく、角l(感デザインを優先させる

ことが重要と考え、O△□とtヽう形態を用
い、触れることで認識でき、のぞき込まなく

ても、「接続・配線」できるものをコンセプ

トモデノンとして提案した。

1つの本体で

様 な々タイプが楽しめる棚

笠原貴子

部屋の棋様変えをした時、今まで使っ

ていた家具が部屋に馴染まず浮いてし

まった経験は誰にでもある。できれば家

具を買い変えたいところである力。そうもい

かない。そこで、この棚を提案する。木体

一つで様 な々雰 llll気 を楽しめるというも

のだ。その時の常L屋のイメージや自分

の気分に合せカバーを変える。これにより

今まで使っていた家具が部屋に合わなく

なったり、飽きたからなどの理由から、買

い2廷えるということ力'なくなる。

連続 した造形雛 用 したIR明器具
自然の中の連続する形態を
取り入れた照明の提案

河野優―

自然の造形物は二つとしてl司 じ物がな

い。し力t、 似たような形態が連続すると、

より美しい造形となる。それをインテノアの

空「町の中に持ち込み、照明器具として

光と影を楽しむ。

構造と造形
椅子制作

斎藤洋毅

椅子のデザインを考えるとき、その接合

部分は接若剤、くさび、ねじ、釘などを川

いてしっかりと繋ぎ止められており、それが

「構造」と「造形」に大きな影響を与えて

いると思われる。そこで「しっかりと接合

(接者)する」とヽ うヽ暗黙のT解を根本
的に覆してみる。つまり、接合に不可欠な

接若剤などを一切用いないとヽう条件を

もとに椅子のデザインを構築することで、

新たな「構造」と「造形」が見えてくるので

1まないだろうか。

高齢者対応コミューター
¬ミューターカー専用操作系の提案

佐治 宏

現在発表されているコミユーターカー

(近″に離移動車)は、外観を小さく、扱

い易く見せているが、その扱い易さが操

作系にまで行き届いていない。そこで、

「安心感を持たせる」という事で初心者

から高齢者まで運転の容易な操作系

を提案する。

現状のスイッチを見直し、必要なもの、

不必要なものを見極め、整 }'里する事を

重視した。

インタラクティブ

ビジェアルターミナル
携帯映像端末としてのカメラのデザイン

佐藤隆之

私は大学に入ってから作品撮影の都

合などでカメラを使い始めた。

そして使っているうちに興ll水を持ち、カメラ

や写真1こついて自分なりに学んだ。

こうしたことが私の4年 Flの大学生活に

おいて大きなものであったため、カメラとい

うテーマを選び、総決算たるものにした。

目の表情と限球運動機構に

関する研究
コミュニケーション機器
重度障害者のための電話機

田辺真―郎

顔の表情の大半は流動的な筋肉、皮膚

力ち動作され、豊かな表情を司どる。その

中で最も機械的な動きをみせるのが「日」

である。限球運動の多く1よ、外限筋相

√と円のバランスのとれた収縮と弛緩が

行われ、またll具球の上転と下|ムの際tヨよ

限瞼の動きが伴う。これらの動きの相互

関係により、限球に瞼が連動し、日は豊

かな表情を表すことが可能となる。この目

と表情の関係を倹証し、人とll艮球のメカ

ニズムの関係について再度検証を4子った。

三浦利―

障害者の人 1々よ、私達には見えない

様々な障壁を乗り越えて生活している。そ

のために、自分のハンディを4itヽかつ、モ

ノ、社会とのつながりをもつことのできるも

のが必要となってくる。私達の耳や口を

通常の身体では屈かない遠くへと拡張

する力を持つと同時に、意志伝達機能

も備えてtヽる電話機に若日し、対象を脳

性麻痺の症状を持つ方とした。障害者

の残存機能を考慮した結呆、息を感じ

てダイヤルすることのできる電話機とした。
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工業デザイン学科 フアッションデザインコース
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TWO DAYS PACK
武藤和良

今までのサイクリング、フィッシング、ライ

ディング、トレッキングといった経験から

「ノュック」に求められる0体格への対応
●動きへのパッドのと従性。揺れを防

ぐhold性 ●動きにくさ、負担感の1唾減。

防水 l′ li、 といったド1題点を。パッドを流

動体にし、ダイレクトに体にIコ定する0

動き、姿勢に合ったストラップ類の取り回

し。肩荷重か瑚要荷重へ。素材にゴア

テックスを
'再

いる、といった考えによって打イ

1肖し、約25tの 容量にまとめ、捉案した。

配置のためのデザイン
ペリフェラフレlこおける飽きのこないデザイン配置

山田敬宏

モノl引よラジカセ等の様に単独で機能

するものと、スピーカーやアンプ等の様に

複数で機能するペソフェラブレ(関連川

辺機器 )とがあります。特にペリフェラブレ

に幸,'ヽ てヽは複数1]を 1司時使用するのに

関わらず、メーカー4」が配置形態まで

提案しているため、配置に自由がなくなり

「飽きJと言う‖I題が発生してしまいます。

そこで、ペソフェラノレの「飽き」のこないデ

ザインを、コンピュータ機器を例にあげ

提案します。

【吉武賞】
ba Tik

清水 勉

ジ{ワ更紗 1こあらわされてきた多種多様

な懐様のデザインノースのほとんどが

外部力ちもたらされたものであるにもかか

わらず、それらを積極的に棋様として取り

込み、独白性のあるジャワ更紗ならでは

の特徴を見い出している。
｀
ba Tik″

は売れ残りの既成のプリントJi地に、板

締めによる抜染と染めを行い、その上に

写真製版によるシルクスクリーンでプリ

ントを施し企く新しい現代の更紗を制

作した。

＼`
K―Aono Snow Costume World″ 憧憬

青野和美

現在までの久性のスキーウェアは競技

テ|にレジャー川の2つに分類されてしまい、

機能的かつレジャーウェアとしても使える

もの力Hまとんど見当たらない。白らの長い

スキー経験と近年のスキーウェアの調

査・分析から、素オヽイセ生かし多機能で

ありなカドら女11:的感党のあるウェアを企

画・制作し、新しいスキーウェアとして提

案した。

Integration

青葉千春

「憧憬JをビジュアアレTヒする大型のスク

リーンとして、空を飛ぶこと、翼のイメージ

から大空に白い烏力珀よtデたいている絵

画′‖:のある布のデザインをした。人々の

lザ崎貫いを集積させることを考え、多くの手形

を集めシノレクスクリーンでプリントし、手

形が集積されて烏 1こなることで「1重憬」を

共有する装置としての室内生‖」を生か

した大胆なテキス芽イノンデザインを目指

した。

生命力
Vital enegy

伊藤史恵

私たちの自然環境から強い生命力が

感じら1■るものをミクロの祝点から観察

し表現を試みた。ウー′ンとコットンの特

性を生かし、絣の技術を使って現代的

な空間を想定した織物を制作した。「細

胞の核」「進化」「成熟」「破裂」と杜物

の自然の流れを4つの作品1こよって、ま

とまりのあるシリーデ形式のタピスリーとし

て発表した。

正統派への耗問

大場康代

メンズファッション、特にスーツに関して

は保守的であり、日本に,9'いてはイギリ

ス的習1員が基オ、的にlとしいとされている。

それらに疑問を投げ力1)、 イギリス的思

想を逆の形で表ナ戸とし、ダークな色調を

用い、アバンギャノンドではなくあくまでス

タンダードである「ゆとり」を取り入れた

現代の紳士服の制作と提案を行った。

|

|
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視覚情報デザイン学科
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デォティーブレ・直線の不思議
(折り紙。つまみ画のモチーフを生かして)

村上有香

直線裁ちの布の可能性を最大限に生

かし、平面から立体への変化を研究し

た。その方法として日本独自の技法、折

り紙・つまみ画のモチーフを生かして新

しいシノンエットを生み出した。作品は

「純白のJ「雪の妖精」「緑の雪化粧」

の3点で、ディティーノ
'ン

を重視し基本色

として全体を白に統一させた。

カラスのあしあと TOヽ1/N PAGE JUNKY

常 武賞】
文字の議こ生
漢字の再発見

黄 国賓

人脳,まメッセージを伝えるために図形や

絵を考えだし、それらはやがて記号やシ

ンボ′ツとなり体系づ1)られて「文字Jとな

った。中国の漢字に,9‐tヽて、最古の文字

とされる「甲骨文」や、その後の「金文」

等が残されている。この研究制作にヨD'い

ては甲骨文の字型を主に探究し、漢字

の最も原始的な姿を幾何学的なデザイ

ンによって再現した。また、漢字をその構

成要素に分解し、自在に再構成できる

本の制作など、さまざまに展開を試みた。

向田美保

衣服に級が寄ることは否定的なことでし

た。し力】し級を魅力として捉え、クラッシュ

(しわ)加工による布の伸縮性を生かす

ことで者やすさや動きやすさといった特性

を持ち、見た目にも親しみの持てるカジュ

アノレなスーツを制作した。素材はフラノ

ギャバジン(ウーノン)を使用、安定感の

あるグレーを基調にし「くつろぎ」をテー

マとした服装を提案した。

渡辺大計司

イエローページの紙をパノンプ状にし再

生紙を作り、自分の顔を型取りしたもの

で自分の顔のマスクを量産した。それら

をサークノン状に槃ぎ合わせて空間に浮

遊させることで今の自分を客″見的に見

つめ直すことができないかと考えた。これ

は素羽の再利用やマネキン、ディスプ

レイといったテーマも含まれるが、自己と

表層といったフアッションの原点を問題と

して提起している。

タイポグラフィ
バウハウスから現代へ

有田健太郎

1919年ドイツt輔」設されたバウハウス1よ、

デザオンの本質を探り、新しいデザイン

思想を確立した。中でもタイポグラフィ

は、ニュータイポグラフィとして新しい構

成法による視党的革命が行われた。こ

の研究制作では、バウハウスとこお1)る芽

イポグラフィと、そのデザイナーや思想を

紹介。これらは複数のパネノンに糸R介要

素を再構成し、タイポグラフィとして制作

した。技術革新1こよる「デザイン変革期」

の今日、バウハウスから学ぶものは多い。
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源氏物語・六条院の空間体験
ながるる         ・

宇治田千恵 鍛冶古珠紀
片山まどか 畳谷美夏く共同研究〉
「六条院」は「源氏物語」の中で、広大

な敷地に奉夏秋冬の町が存在する理

想の邸宅として描かれている。この「六

条院」をクF台 に、一日の時間や季節の

白然の移り変わりに見られる
｀
ながれ
″

を生「V的に体験し、平安時代の文化・

王朝女族の生活の一端を感じ取れる

よう、庭際Iの 四季を表現したCGアニメ

ーション、九帳や屏風を配し、寝殿の室

内をイメージした空 Pl、 六条院令体の

模型 (1/100)を制作した。

流動
水が生みだす形と色

鶴崎康貴

水が流動することによって表れる美しい

自然の形と色。それらをより鮮明に体験

できる装置をデザインし、照明や考色

(青色)によって、より感動的に実感でき

るものとする。装置は水榊と拙かれたもの

とによって構成し、照 Flナlゃ鋭によってより

効果的1こ演出する。…こうしたコンセプト

によって制作した。サイズはW1200mn×

H2400mmの 中に入る雪の
'レ

の六角形

で、その中にさら1こ小さな六角形の装置

が複数刑とみ込まれ、構成されている。

CGによる吉本CUBEの説明
前田敦史

「吉本キューブ」は歩え学的造形作家吉

本直貴氏が創造された幾何学形態で、

二つの同型の形態の一方を変形する

ことで他方を包含し、立方体を構成する

という不思 甘ヽな構造をもつ。この吉本キ

ユーブの形態を祝党的に説りJするため、

透過の手法を中心に、構造形態を分

カウやすく表現し、また映像としての美し

さも追求したCGアニメーションを作UイFし、

その構造・戸I転れh・変,レの二つの説り〕

力ち成る映像を制竹とした。

オートマ化とインタラクテォブィティ   普通の発見
松田朱里

この作用:はロボットの技術とコミュニケー

ションをテー、うとしている。白走式の駆動

吉Fとセンサーを備えたエレクトロエクスの

部分から成ってとヽる。同様の作品にオラ

ンダのフェリックス・ヘスのものがある

が、それは青と繋境の中で行動する人

工生物である。これt_女寸し、この作品で

は人Flの声とおしゃべりをテーマとしてい

る点に特徴力`ある。暉とヽラコミュニケー

ションをテーマに、観客とのインタラクティ

ブイティを発生させようとするものである。

山田貴之

「普通はこうだJ「普通はこうするJという言

葉を普段何気なく使っている。物事はど

こから普通になるのだろうか。そんな疑

問から普通というものを考えることにした。

機能、形、色、性質等を部分的に他の

ものと置き換えて「イ可となくイ以ているが違う

物事」を作り出す。つまり「何々をする為」

といった本来ものが持ってtヽる目的を組

み替えた作品によって、日頃の物や行

為のあり方を捉え直す。

インテリアとしてのカレンダー
「暦鳥屏風J

清水夏子

暦の持つ意味や人との関わりを調べ、イ

ンテリアとしての屏風型・巨大万年カレ

ンダーを制作。暦日よ太陽・月。星の運

行を観察、計算し、季節や月日を決め

る方法であった。古代にお‐tて季節を知

ることが重要であった暦の本来の意味

を見直し、季節感を重視したデザインと

して制作。「暦鳥屏風Jは一般的な六

‖1屏風とし、二曲で―ヵ

'1、

六山一双

で一季節、四双で一年を表現。季節

折々の「鳥」と季節の色を定め制作した。

光を使つた空間演出

根津えりか

この作品は絵画作品とlよ異なり、作品を

見る人自身も直接、光を浴びて作品と

一体化出来ることが第一に考えられてい

る。ここで言う光とは、白然の中で生み出

される様 な々光の印象的な姿をポジフィ

ノンムに撮影したものと、未露光で現像し

た黒いポジに光のイメージをデザインし

てカッターナイフ等で描いたものを重ね

合せ、床に投影させるものである。観客

は自身もスクノーンとなり、光のシャワーを

浴びながら、また同時にそれを鑑賞する。
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パチンコをデザインするということ(論文) その大紡を考察した。ポイントとして、

従来ゲーム性デザインに関わるものが

多く11二 み出さ1■、それが法律によって

変化してきたことと、今後は演出性デ

ザインが耳こ要になると指摘した(図参照)。

新しいダーム機への移行の原因は法

律によってゲーム性デザインの要素が

考しく束縛されるためであり、抜け道さえ

兄付けられ,■ばゲーム′ly上デザインのほ

うがヒット機を生み出す確率は非常にi街

いと結論した。

最後に代表的なパチンコ表示装置につ

いても纏め、図示した。さらに、祝覚デザ

インに

相応し

いプレ

ゼンテ

ー ショ

ン用ビ

デオを

準備し

た。

論文表紙

受け入れてしまうことの中に、観る立場の

問題性を見いだしている。実に「強いら

れる観客参加」Hよ、無意識に観る立場

に怖たしようとする人間に、414千にナ↓しても

傍観者でいる人‖1の問題性を思い知

らせる点にあると言えるのではないだろう

か。また、私が『観客席Jに衝撃を受1)た

のも、寺山によりこうした‖1題性をはらむ

白分の内面を白覚させられたからであ

り、彼が『観客席』で意図したのも観客

のこうした白覚ではないだろうか。

● FSHOU」 I』 (作 ITl)[ビデオ+8ミ ツ

フィァレム十パフォーマンス 17分 ]

私の市可竹:した
FSHOUJI』 は、8ミ ソフ

ィノンムの中の私、そのフィルムを操るI映

写技画Fの私にの二人の私は同じ性

格とした。)、そして、2つのモニターの中

のそ1■ぞれの私、といった二 fTl類の異な

った私を登場させた。このさまざまな私が

障子を用いて観客を llとき兄たりJヴ L発し

て『SHOUJI』 を進4,させていく。また、

さまざまな私は、それぞれ異なった私の本

性を発表する。それは、机客に障子の内

側をl兄かせるためなのだが、一方では、

観客白身に、決して傍観者としてその場

に居庄わることのないよう、十【構lヽ l)た民とも

言える。観客は、ユ9うそら

く私の本性を感じ取っ

てさまざまに思うことだ

ろう。そ1■は、批判であ

ろうと、妊蔑であろうと

構オ)な ちヽなぜならば、

そういった感じ方が、観

客白身の本性を知る

手段だと私は思うから

'ご

。

電子レンズを使用して物体を拡大する

装置である。光学顕微銑は光を用いる

ためその分解能が制約され高 1々,000

倍程度であるが、電子顕微鏡は数オン

グストロームの波長の電子線を川いる

ため信率も数万から数十万信に達する。

またノと査型電子弧微鏡は電子線で試

料の表面を走査し試料から出る2次 ft

子を検出しCRT上 に立体画像として

像を描ける点に注 Hし、我々の周囲の

どこにでもある種々の試料 [例えtゴ鉱石

(鉛隼の芯、黒雲1サ、石青、硫 Jて、孔雀

石、鉄釘の錆 )、 値物 (Box wood、 ク

ローバー、タバコの来、米、カモジグサ、

菓子パン、新聞紙 )、

生物 (爪、皮膚、頭

髪、ミンミン

“

耳lの羽根

お'よびll民 球)な ど]に

ついて″兄察した。な,じ‐、

ここに1よ示さなヽヽ力`こ

れらの興味ある結果

を基にしてグラフィック

デザインの制作も試

みた。

Boxwoodの英 (x100)

大衆娯楽の工様であるパチンコ程

色々な分野からのアイデアと技術を取り

入れたものはない。その結果人々にこれ

程親しまれている娯楽は他になく、そ1■だ

力ちまた人々の生活や人生を変えてしま

う危険な妙t楽でもある。

デザインの面から考察すると、パチンコ

ほど総合的な知il村i二が必要な機イ割ま他に

見あたらない。1こも拘わらず、パチンコ台

の寿命は驚くほど短く、ヒット機といわれる

ものでも長くて2Fr程で、短いものであれ

ば1週間でこの世から,肖減する。常に新

しいものを求めていかなければならないの

【学科賞】武藤英樹

はどのデザイン分野にも共通するが、あ

まりにも新陳十ヽ謝が激しすぎて開発に時

間をかけられない程である。故に、あらゆ

る要素からのちょっとしたアイデアがすぐ

に実用化される。だが、仝てのアイデア

が使える訳で1まなく、法律と特許の厚い

壁を克服することが重要となる。

本論文では、パチンコを構成する要素

について、特にアイデアを生み出すために

必須な二つの事項につして考察した。

すな4)ち、一つは新しいアイデアを11み

出す手段として、何故パチンコが流行る

の力■こついてと、客と店の双方からの観

点、ユDⅢよびパチンコと日

本人、日本社会との関

係、さら1ン チヾンコ独特

の魅力などを客観的に

分析する過程を用いた。

また、新しいアイデアを

生み出す他の手段とし

て、パチンコの歴史を

1(り _Lイデ文献調査から

初の

'ィ

′て品モニタ式

強いられる観客参加の意義寺山4歩司の「観客席」を中心として(論文・作品)

●パチンコのデザイン要素

ン

ヨンセプト

イ ン

●代表的なパチンコの表示装置

'r乾

:イ,モニタ式

私は、寺山修司のF観客席』を中心とし

て、強いら,■る観客参加の竜義を考えて

いにとにした。寺山修司(1935年～1983

イ
li)とは、1960年代後半から1980イ I二 十ヽ

前半にわたって詩人、劇作家、演出家、

映画監督として、さまざまな分野で活躍

した人である。私がここで取りとげる F鶴

客席』は、彼が1967年 に旗揚げした劇

団「天丼横敷」からの_LI夕f作品である。

Tヽユ載よ、この『観客席』を跛山で接した

のだが、その衡撃は未だに忘れることが

できなtヽ。そこで、私は、この『観客席包

を支えるコンセプトを明らかにしながら、

「強いら1■る机客参加の意義」を浮か

び_とがらせることにした。

この『観客席』の特徴は、観客が
'注

に腺Jを観るだけの存在でいることは許さ

れず、否応無しに劇の当時者にさせら

れていく点にある。私が衡掌を受1)たのも

「sHouJ:Jの形憲

村松 哲

そのせいだが、共たして寺山の意図は

何なのか。観客参加の,賞劇を考えていく

中で、寺山自身も触れているベノレトノン

トブレヒト(18984i～ 1956年 )の演劇

観がある。彼は、叙事的演劇というものを

印象づ1)た人だが、これは、従来の感

情移入にオモづく嫁Un,な iすて劇では扱いとヅJ

l■ない政治的なものを扱った,質嫁Uのこと

である。さらに、ブレヒトは、この

'寅

劇の中

に異化効架とヽう41論を用いる。こη化は

感1青移入によって生じる観客の幻想を

意図漁tにボちこわして、まどろみかけてい

る意識を目覚めさせることである。

寺山は、このブレヒトの,蘇fttU観について、

観客は「感じるのではなく理1解することJ

や「頭を使って体を動かすこと」への専

心だイナが要求されていると,じ卜Jしている。

この寺山の批判の背景には、世界とか

かわるこЫよ、「観るJ「聴くJ「唄ぐ」といった

全体的体験そのものだとヽ うヽ寺山の

認識があることを見落としてはならな

い。彼は全体的体験を喪失し、観る

ことを全体的体験に代用させる立

場のな力1こ、何可勲こも傍樹者で決し

てその当時者としてかかわりあ芳うと

しない在り方の‖1題性を見いだし

ているのである。

寺山が『観客席』において目指

したものは、観客に観客で居させな

いことである。寺山は、挑発さ1■た観

客が劇だからと言うユJl山で、令てを

日常生活で、我々人類は体内に備オ)る

五感をフルに活用し、外界から取り入

れる情辛Hをl瞬時に半J断して己の取るべ

き行動を選択している。五感のなかで最

も多くの1青報を収集しているのが「祝

党」である。しかし我々の祝党の可視

波長範囲は400～ 700nmに 過ぎず、蝶

のよ〕こ紫外線を見たり、蜜蜂が利用し

ている偏光を内lll建で見ることlま不可能で

升田 剛

める。従って、「人類以外の祝覚で見た

世界とは?Jあるいは「真の世界は?」 と

いう疑‖1と興味が発生する。また、内限

では見えない微少なモノを観察するため

の「機器」例えば走査11電子顕微鏡を

デザイン上での道具として用いて、「機

械のllll」で普段我々が「人‖Jの限」で

見ているものをある面を強調 (例えば倍

率 )して観ることで対象自体を再考する

意義が生じる。そして

走査型電子顕微鏡

を祝覚情報デザイン

の「道具Jと して使用

する可能性の絵討が

重要1こなる。

電子顕微鏡は、光学

顕微鏡での可机光

の代わりに電子線を、

またガラスレンズの代

わりに電磁石から成る
カモジグサの月 私ヽ (x1500)

ミクロ視点からのデザインー走査型電子顕微鏡で観た世界をデザインする―(論文 )
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Houses that Accept New People
新しい人間のための容器としての建築

山本玲子

この一連の計画で問われたことは、建築の

臨床機能である。臨床機能とlま対話とヽう相

互作用1こよって白発的な問題解決を誘発す

る機能で′)る。対話による一時的地場の発

生が環境であるならば、木来の建築環境の

あるべき姿は、固定されたものではないとtう

ことになる。ゆえとこ以下の二つの建築的仕掛

1)こよってその住環境を生成する。1.寝具とと

と。lこ移動する人間(寝室の解放とそダニズム

陶住居空「1の再解オl、
1)2.魅
架的視覚言

語の翻訳 (私的な夢の言語化とその翻訳 )

Synapsitic City

～真の学園都市を目指して～
―神戸研究学園都市―

池田佳人

神戸研究学国都市tヨよ駅を中心として、

5大学1高専が住宅を取り囲むよ〕こして

存在している。この特徴を生かし、駅前

に大学相互間の結接点 (シナプス)とし

ての都市を提案する。ここは学回都市カ

レッジを主要施設とする教育センター、

ガラスの箱をイメージした商業センター、
ハイテックな素材に包まれたメディアセン

ター、そして各大学と密接なつながりを

持つォフィスデーンの4つの核からなる。

写真と音によるインスタレーション

石角典広

宇宙遊泳コよよく言ったもので、無重力

と
｀
泳ぐ
〃
という感じは必然的に繋がり

を持って我々に認識されていたのかも知

れない。また、
｀
空を飛んでいるような

〃
と

か体験したことのない事を夢で見るとヽう

のも果たして性れ故のことなのだろうか?

宇宙の画像は
｀
見る
″
とヽう行為 1ことご

まらず
｀
海の中のような

〃
とヽうイメージ

をも内包してtヽる。イノレカに興味を持った

のは、我々よりも無重力の感覚を知って

いると思ったからだ。

ゲーテ「親和力」テキストと

映像の批評的距離

杉浦康仁

本作品は、グーテの「親和I力」という小

説の、テキスト批評に基づいた映像制

作の試みである。制作=批評の行為は

その問題圏に従って三
=Fと

こ分かれる。

トゲーテの自然研究と関連する神話

的なものとしての自然の概念。2・活人

画というパフォーマンスの二重性。3・カ

メラ・オブスクラがもつ入れ子構造と光。

借 武 賞 】 櫛 誌―Gmttsば F∝耐

リズム(光と波動)によるフォルム生成の研究

小林 元

さまざまな生命の営みを包みこむ「森」。深

い樹海tヨま数えきれぬ生命の

'ズ

ムが月に動

し、たが田こ重層しあい、秩序と,昆沌が交ざ

りあう宇宙的律動に同調してゆく。「光」と「リ

ズム」。森を輝かせ活気づt夕るこの二つの

要素を主題とし、マノレテスライド・プロジェク

ション1こよる音と映像の作品とこまとめあげた。

3台 のプロジェクターがランダムノイズの微

妙なズレを重層させ、光の渦を出現させ

る。渦力Ⅲら誕生する生命連鎖の動き、森が

秘める生命力のうねりを描きめげた。
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多宝塔設計の考察～基本設計計画時における基準寸法の傾向について～(論文)

西岡秀輔

多|た塔は、どこを基準として設irされたの

であろうか、日生及び重要文化財1こ指

定されている報告書と文化庁重要主要

文化財図面を用いて考察した。方法とし

て、芽負下外角を中′山こ考察する。非負

は欄
iの
iLとして横可i去をlμさえ、

'「

1:高とし

て高さ方向の押さえとなってユっⅢり、建築

の設言11こおける―・呑外側に出ている,rさ

えの寸法だと言える。枝制のような厳密な

寸法以前に基本設計として,ll尤数的計画

寸法を用いて設計されていたはずである。

茅負についての考察は次の通りである。

●下重茅負下外角より塔中心までの

寸法と高さとの関係●下重茅負下外

角より塔下重の中柱真位置の寸法と

高さとの関係。上重茅負下外角より塔

心柱真位置の寸法と上重部軸まオ,l)部

分の高さとの1対係、こ1■らは中′いから茅

負先までの横寸法と高さ寸法に,Dういて

の関係を調べ、どの位置から構造材を

配世し基本設計を行ったかを調べる。

次にこれらのデータでそれぞれの塔を

比較考察する。考察方法は以下の通り

である。●時代別変化の考察、時イヽの

流れによる技術的進化と、流行などによ

り、プロポーションの変化について傾向

を探る。0地方別変化の考察、大工の

伝統技術、流派の差が地方独自の特

色を持ったと言え、その傾向を探る。●大

きさ別変化の考察、大小様々なスケー

ノレのものがあり、下重には生的役割が

ある。大塔と小塔による特色を探る。

〈まとめ〉

上重、下重とも高さにおいて軸
=ド

まわりの

ある地点から茅負までの長さの寸法を

同じにきめ基本設計計画を進めてもヽたと

推察出来た。下重において水準とした

所は地面から柱下瑞、そして床板高さま

で、時代が進むと、上方に上る傾向があ

る。初期の塔において、中柱真から茅負

までの寸法を地面から高さの基準のも

のが、時代が下ると塔真から茅負の寸

法は床高を示す。上重も上重 illま わり

で基準筒所は、柱盤位世で構造オイの

莉h引
`分

である。上重と下重では、茅負

から柱真の寸法を基準として材の1くさ

を決めていたことがわかる。L重の高さの

基準となる位置は、時代が下ると柱盤か

ら心柱受オJへと変化する傾向があった。

時代的傾向のまとめは、日言ζ峯寺前後

の鎌倉時代中期の塔に於いて枝制制

が導入さイ■完備される。この時代に下

重の申ll謝
'の

基準場所が地面から柱下

瑞となり、部オぢ端寸法の計画に変わった。

大きな変化は吉ⅡI塔を境とする室‖]‐時

代である。これより以降の塔は■二重、下

重共に基準場所が変わり、外観も一重

もこし付き

“

塔が、二重塔のデザインに

変更された。L重を見ても、紀三井寺

～束FJ也青寺が変化の時期で、特に古

田寺を境に大きく変化した。

地方的傾向のまとめは、三つの傾向が

あり、和歌山県型、大阪京都奈良県型、

愛知県型となる。和歌山県型は安定し

常寂 光 寺

たデザインの設言rで、愛知県型は二重

塔的なスマートなデザインとなる。大阪京

者ド奈良県型につモヽて1よ、愛知県型に似

てはいるが、こちらの方が古いものが多く、

少々傾向が達い、この地方独特の傾

向であろう。大きさの傾向としては、下重

におヽヽて、浄土寺～紀三井寺、牛1蔵院

～浄妙寺、日1と辛寺～慈限院の大、

中、小グノレープとなる。中グノレープにつ

いては、大と小の塔の変更される寸法の

境と考えられる。上重の傾向では、浄土

寺～浄妙寺、H ttB峯 寺～葱 l民院の2

グノレープに分かれ、下三の傾向とIlll

じく、符,歳院から日言と年寺の1出Jに ,9Ⅲいて

変化が見ら1■る。小型塔については、下

重の高さ寸法が茅負から塔真寸法に

加えて料と物の積み上げ寸法で引
:高さ

を上イ渇れてヽヽた。多宝塔が普通の塔と

違い堂的な役割を果たしており、内
=ト

空 1出Jを人体の尺度にあわせるためだろ

うと言え、構 ,と的1こも来迎柱とさ1■る9)カユ

多く、一番小さな愁限院塔には柱がな

い。これtコよ内部空 1出」の広さの確保の

意味も含まr■ているのだろう。

方丈記にみる鴨長明の「栖」をめぐる空間観の実験的考察 (論文)

石 山寺

0はじめに

「と,)く

'可

の流れは4色えずして、しかも、もと

の水にあらず。Jという考名な苦き出しに

始まる鴨長明の『方丈記』は「人と栖

(すみか)Jの 無常を主題にした、中世

文学の傑作です。本研究は『方丈

記Jの名前の山来でもある方丈の庵

を復元し、長り]力引∵し卜を結んだといわれる

京都は日野の方丈石の上に建て、長

明がどのような空間観を持ち自分の

「栖Jを弁U造したかを考察します。

1.場

''Fを

選ボ

長明は現在の京都市伏兄区日野を

隠近の地と定め、日野法界寺の束約1

klnに位世する方丈石の上に方式のl∵し■

を糸占んだといわ1■ています。現ナ也の環境

調査や文献より考察すると、この地を選

んだ理山は、日野が都市から離れてい

て、他の地域との交流がはかれる拠点

であり、また、生活の一翼を支えてくれる

日野家という協力者がいたということ、そし

て、岩の■は自然災害の恐れが少なく、

西方の極楽浄土に対して思いを馳せる

ことができる西が開けた地形となっている、

などがあげら1■ます。

2.方式を造る

『方丈記』によると方丈の庵の姿は、

広さが一丈 (約3m)四方、高さが七尺

(約 210cn)足らず、組み立て式の建物

で、上台を赳とんで、簡単な屋根を葺き、

部材の継ぎ日1こ桂‖ナ金を骨‖)、 車二両

堀内研 自

に乗せどこへでも運ぶことができたそうです。

木研究では既存の方丈復元案や当

時の建築様式を伝える絵図から1/50、

1/10の模型を造り、そして原寸の方式

を十U竹三しました。

3.方式を運ボ

方丈の庵はどのよう1こ運ばれたのでしょ

うか。当時の記録が残っている文献や

絵図から考察すると、まず運搬手段とし

ては牛耳1二両を用い、その積 1或 両は7

石、約760kどだったと考えました。そして、

長明が く運ぶ〉とヽ うヽデザインを方丈

の庵におり込んだのは、場所を占めな

いがために得られる白山さと安心感を、

姓築的手法によってより強めるためと結

論づ1)ました。

4.方丈を組む

平成7年 1月 14Hに復元した方丈をH

野の方丈石に運び、組み立てました。そ

21
22

の場
')'よ

自動ユlこでは入れない場
''「

で、

我 は々チで方丈のIFオイを逆ばなけれ

ばなりませんでした。ロ リ」も白分の気に

入った場
''「

に
'を

を,1くには、車を給て、

人や動物のi呼中にのせて連んだのかも

しれません。

5方 :丈に住まう

方丈石に方式の
'イ

しドが売成すると、方丈

石のある谷の風景は 変ヽします。今ま

で気にもょI:めなかった木々や石や地形

がその存在をあらわにし、空 1出Jを
'と

り,II

しはじめます。そして、その空問と
『°方イ足

市じ』にJ占かれた装けJの Jュ活を照らし今

わせてみると、先紺fしつつ広がってヽヽく11

,舌空間の工なりあいを見ること力ゞできます

0「れHJの空間

長け」が方丈の
'rと

卜を結び「l]ti Jの 空1用を

創造したとtう行為は、刑|ナ Jする11かと

何か、その双方の思忠を,受できる位

世を兄定める、いうなれば|‖J(はざま)の

デザインではなかったのでしょうか。そし

てそれ1よ、ものともの息こ境界に線をひにと

ではなく、双方のよい関係性の中の一

地点力ち再び双方を見つめ、そこかられ,

たな美を創造することであったのでしょう。

住居集合における単位とその空間構成にl'こする研究～台湾客家の4集落をめぐって～(論文)

長渡和久

束アブアの集住生 川の魅力は、各国・

各地域の多様性とそれを構成する要素

の共通1上で言Fiることができる。

本論文で取り上げた4集落(4[頭・¬朽

心・大非¬竹・ド城 Jりは、仝く進う生‖1

肘成を1寺ちつつも、「niナ戸|」や「11)也 J「コ

ミユニテイー」tヨまある一定の共通した決

まり(単 fi)があり、4集称の多様性はこ

れらの「単イ上」の集合の仕方や相ri閲

係の構造の道(■こより1:み出されている

ことを研究で1よりjら力1としている。

ここでは特に住居の単位とその集合につ

いて紹介する。

「客家」とlよ中口でJi朝が変わる度に移

動を繰り返した民族で、台湾客家は中

でも清朝時代に中日本 |モから台湾ヘ

移り住んだ人々を指す。こうした流れか

ら、台湾客家は各地の風土に合う多様

な十iiまい方が行わイ■ているように考えら,■

るが、実1ま各ナ也lノ「)農オ1で 1よ米ガミ的 1こ

「三今眺」というきまった住居形式を1寺ち、

その集合展開によって住まい方1こバフエ

ーションを持たせている。

本論文で取り上げた4集率の空1出〕も仝

てこの「二合院の集合Jという観点で岳イf

ることのできるものである。

「三合院Jは 3つのィ′ガl「物1こより、

中庭を口型に囲む住居
'レ

式

で∬:面の処物を「]i身」、両

腕を「設帝と」と呼ボ。「正身Jの

中央に1よ「]i庁」という生があ

る。三合院tヨよ幕1戒や 族ヽが

共同で住み、家族が増えれ

ばクト,Wへ護iとが増築さ,■る。

元 は々掃:教思想から長幼の

住み分t)が行われるが、拡大

しすぎると付:み分けlよなくなって

いく。

卒L】 i

このような
'レ

態から工合I完はそれ向体に、

不思i義な中′じH上と排他1■を内色してお

り、更に「三合院Jはその集合の仕方で

仝く,とう生1出Jを創出し〔いることが分かった。

伊Jえば一つの lI「′じH■を保ちつつ護市と

の増殖で拡大してモヽく集合 (社可1)と i
合院自体が横並びにリニア1こ増

′ァllする

i合院に兄られる「単体では無佃性で

あるがその集め方によって多様'‖:を 41み

出す」システムは、現在の日本などで展

開されている「羊体では多様性を持た

集合 (荀衛心 )と区ドi制 りされた宅地にそ

れぞれ設けられる集合(大芽 4打 )と既に

ある三合院の一棟を取り込んで日の字

型に口いつつ展開していく集合(下城

41)とでは、
'レ

態の注 1ヽま本より、シーク

エンスやそれを文えるコミュニティーすらも

進うことが ^「 Iで分力】る。

せるが4舞_合で見れば無佃1■となるJシス

テム〕よ進うデザイン手法の可能性を示

1唆するものである。

三二合院の展 I耳 l
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